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出典に基づき

読み解いていきます

NPO法人越谷市郷土研究会

秦野 秀明



出典：

「地理院地図(電子国土Web)

＞自分で作る色別標高図」

より引用





出典：

新井 鎮久(1975)

「第16図

中川水系流域(中流部)における

自然堤防の分布

(国土地理院洪水地型分類図による)」

『越谷市史 第一巻 通史上』

越谷市役所 p.52

より引用・加筆





出典：

平社定夫・佐藤和平(1993)

「河畔砂丘の分布図」

『中川水系 Ⅰ総論・Ⅱ自然』

埼玉県 p.84

より引用・加筆





出典：

平社定夫・佐藤和平(1993)

「越谷市と松伏町の

河畔砂丘と周辺の地形」

『中川水系 Ⅰ総論・Ⅱ自然』

埼玉県 p.94

より引用・加筆





出典：

新井 壽郎・小野 文雄・高橋 一夫・

武井 尚・堀口 萬吉(1994)

「座談会「古代・中世の中川流域を探る

～利根川・古隅田川の流路を中心として」」

『埼玉県史研究』第29号

埼玉県 p.11

より引用





出典：

田中 和之(2008)

第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展

「埼葛の遺跡 水とともに」

埼葛地区文化財担当者会

pp.1-26

より引用





「河川から見た埼葛」
1/9 埼葛のあけぼの

埼葛のあけぼの －旧石器時代～縄文時代早期－
旧石器時代(約３万年前～1万４千年前)

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.4
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より引用





「河川から見た埼葛」
2/9 海がもたらした恵み

海がもたらした恵み －縄文時代前期・中期－
縄文時代前期(約6,000～5,000年前)

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.8
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より引用





「河川から見た埼葛」
3/9 去りゆく海、低地への第一歩

去りゆく海、低地への第一歩 －縄文時代後期・晩期－
縄文時代後期(今から約3,500年前)

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.10
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より引用





「河川から見た埼葛」
4/9 低地利用のはじまり

低地利用のはじまり －弥生時代～古墳時代前期－

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.12
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より引用





「河川から見た埼葛」
5/9 川と低地利用の広がり

川と低地利用の広がり －古墳時代中期・後期－

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.14
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より引用





「河川から見た埼葛」
6/9 川との共存、そして活用

川との共存、そして活用 －奈良・平安時代－

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.16
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より引用





「河川から見た埼葛」
7/9 川との発展

川との発展 －鎌倉～戦国時代－

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.20
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より引用





「河川から見た埼葛」
8/9 埼葛地域の板碑

埼葛地域の板碑

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.22
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より引用





「河川から見た埼葛」
9/9 遺跡から見た河川のうつりかわり

遺跡から見た河川のうつりかわり

出典：
田中 和之(2008)
第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」
埼葛地区文化財担当者会
p.24
https://www.town.miyashiro.lg.jp/0000002431.html
より引用





出典：

田中 和之(2008)

第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展

「埼葛の遺跡 水とともに」

埼葛地区文化財担当者会

pp.1-26

より引用





「渡良瀬川を源流とする河川」
1/6

「渡良瀬川を源流とする河川の一部としての
「東」からの流路」の存在を提示する「先行研究」

出典：田中 和之(2008)
「遺跡からみた河川のうつりかわり-まとめにかえて- 」
「第4回埼葛地区文化財担当者会巡回展
「埼葛の遺跡 水とともに」」
埼葛地区文化財担当者会 pp.24-26



「渡良瀬川を源流とする河川」
2/6

中川低地で現在も残る
もっとも古い自然堤防は
弥生時代以降のもので
２つの地域で認められる

まず一つは中川低地本筋の
幸手市・杉戸町から旧庄和町にかけての一帯

これらの自然堤防上には
幸手市「№22遺跡」杉戸町「大堀南遺跡」
旧庄和町「須釜遺跡」など
弥生中～後期(約2,000～1,800年前)の遺跡が展開し
上流の渡良瀬川からつながる流路であると推測



「渡良瀬川を源流とする河川」
3/6

この古い自然堤防(流路)は
春日部市中央部でさらに
2方向に展開した可能性があると推測

一方は
春日部市「沼廻(ぬままわり)遺跡(弥生時代)」が存在する
南ルートが想定

もう一方は
春日部市「浜川戸遺跡」が控える
「古隅田川流路(現在と逆の流れ)」方向の
西ルートが想定



「渡良瀬川を源流とする河川」
4/6

もう一つの古い自然堤防は
綾瀬川筋で
旧岩槻市南部「釣上碇(かぎあげいかり)遺跡」
をはじめとする
弥生時代から古墳時代前期(約1,700年前)にかけての遺跡が
点在する



「渡良瀬川を源流とする河川」
5/6

綾瀬川筋の自然堤防は
現在の川の流量と釣り合わない規模であることから
かつて利根川本流筋が
同川筋を流下したと考えるのが妥当

古墳時代後期(約1,400年前)には
自然堤防が安定してきたことが推測

その例として
古墳時代後期から中世まで継続する
春日部市小渕「山下北遺跡」の存在
地質学的にも利根川本流筋が
この時代に現古利根川流域に移ったと推測



「渡良瀬川を源流とする河川」
6/6

※田中 和之(2008)において
「綾瀬川筋の自然堤防は
現在の川の流量と釣り合わない規模であることから
かつて利根川本流筋が同川筋を流下したと
考えるのが妥当である」

との仮説に対して

※秦野 秀明(2018)において
「荒川本流筋が同川筋を流下した」と推測
出典：秦野 秀明(2018)
第490回 史跡めぐり レジュメ
「岩槻区南東部とベトナム寺院」



出典：

秦野 秀明(2018)

第490回 史跡めぐり

「岩槻区南東部とベトナム寺院」

https://koshigayahistory.org/

180527_490th_s_m_.pdf

より引用





出典：

鬼塚 知典(2018)

「古隅田川の一考察

-春日部周辺の古隅田川流路- 」

『埼玉考古』第53号

埼玉考古学会 pp.77-88

より引用











「古隅田川・元荒川流路」
1/5

①かつての利根川が
現春日部市梅田地区で
「古隅田川・元荒川流路」と
「大落古利根川流路」に分流し
２つの流路が同時に形成された
出典：既存の研究

②かつての利根川の流量の殆どが
「古隅田川・元荒川流路」へ流れた時期があった
出典：越谷北高校天文気象部・佐藤 和平・関山 聡(1991)
「河畔砂丘の研究 -南限の河畔砂丘」
埼玉県立越谷北高校



「古隅田川・元荒川流路」
2/5

③鬼塚 知典(2018)
かつての利根川が
現春日部市梅田地区に到達した際には
既に梅田地区からの「古隅田川・元荒川流路」は
「渡良瀬川を源流とする「東」からの流路」の
延長として形成された

出典：鬼塚 知典(2018)
「古隅田川の一考察 -春日部周辺の古隅田川流路- 」
『埼玉考古』第53号 埼玉考古学会 pp.77-88



「古隅田川・元荒川流路」
3/5

・鬼塚 知典(2018)
大宮台地の「東側」へ利根川が流入する以前の
「渡良瀬川を源流とする河川の一部としての
「東」からの流路」

①「倉常(くらつね)堤根流路」の自然堤防上
弥生時代の「須釜遺跡」
古墳時代の豊明神社古墳・「東上遺跡」

②「金崎(かなさき)牛島流路」の自然堤防上
古墳時代の「中島遺跡」



「古隅田川・元荒川流路」
4/5

・鬼塚 知典(2018)
②「金崎牛島流路」は
「大落古利根川流路」を現在とは「逆」の流れで
「北西」へ進み
「古隅田川・元荒川流路」へ流れた
かつての利根川が現春日部市梅田地区に到達した際には
「西流」する「金崎牛島流路」に従い
「古隅田川・元荒川流路」へ流れた。
かつての利根川が現春日部市梅田地区で
急に「西」へ曲がって
「古隅田川・元荒川流路」を形成したのではない。



「古隅田川・元荒川流路」
5/5

・鬼塚 知典(2018)
越谷北高校天文気象部・佐藤 和平・関山 聡(1991)
の分類による
平安時代の終わり頃の「新砂丘Ⅰ」の形成期頃から
鎌倉時代の「新砂丘Ⅱ」の形成期頃までに
大量の砂が堆積した結果
「古隅田川・元荒川流路」への流入が困難になり
「大落古利根川流路」へ「東流」していた
「金崎牛島流路」も大量の砂の堆積後に
利根川の流れに従い
現牛島地区の合流点から「南流」した



出典：

越谷北高校天文気象部・

佐藤 和平・関山 聡(1991)

「河畔砂丘の研究 - 南限の河畔砂丘」

埼玉県立越谷北高校 pp.1-53

より引用









出典：

秋池 武(2000)

「利根川流域における

角閃石安山岩転石の分布

と歴史的意義」

『群馬県立歴史博物館紀要』第21号

群馬県立歴史博物館 pp.35-60

より引用













ご清聴
ありがとうございました。


